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７月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　６月 27 日、まち歩き案内所「松籟庵」で開館１周年を記念して「蓄音機 “ 懐かしの音色 ” 鑑賞会」
が開催されました。
　鑑賞会に協賛の浜坂製針工業会から、浜坂の針の歴史や蓄音機針の種類と構造について説明
があり、その後、蓄音機を使用して明治から昭和にかけての流行歌など 10 曲を鑑賞。約 40 名
の参加者は、デジタル音源では感じることのできない表情豊かな音色を楽しみました。
　案内所の指定管理者である浜坂観光協会の沼田宏一会長は、「４月に管理を受けて初めてのイ
ベント。今後も町の活性化のため町民の皆さんに活用してほしい」と呼びかけていました。
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町政のうごきから
　

６
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の
５
日

間
、
中
学
２
年
生
を
対
象
に
し
た
「
ト

ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し
、

町
内
２
校
の
１
４
６
人
が
、
様
々
な
体

験
活
動
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
は
、
生

徒
が
地
域
や
自
然
の
中
で
様
々
な
体
験

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
学

び
、
自
分
を
見
つ
め
、
他
人
を
思
い
や

る
心
を
育
て
、「
生
き
る
力
」
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
10
年
度
に
兵
庫
県
独
自
の
体

験
活
動
と
し
て
始
ま
り
、
今
で
は
全
国

に
同
様
の
取
組
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
５
日
間
、
た
く
さ
ん
の
事
業
所

で
慣
れ
な
い
活
動
を
行
い
、
働
く
こ
と

の
大
切
さ
・
厳
し
さ
・
楽
し
さ
を
感
じ

た
ほ
か
、
社
会
の
一
員
と
し
て
生
活
す

る
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
も
学
び
、
ひ
と
回

り
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　

生
徒
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
41

事
業
所
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

未
来
に
向
か
て
ひ
と
回
り
大
き
く
成
長

地
域
に
学
ぶ 

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　６月７日、中学生４人が企画課で広報紙作成業務の体験活動を行い、
　トライやる・ウィークの取材に挑戦しました。

（取材　仲村　廉）

（取材　日浦大岳）

（撮影　日浦大岳）

（撮影　仲村　廉）

　但馬牧場公園では、浜
坂中学校と夢が丘中学校
の生徒８人が、動物の世
話や植物の手入れ、牛舎
の清掃などの作業を行い
ました。この日は、職員

　美方広域消防本部では、
浜坂中学校と夢が丘中学
校の生徒９人が、規律や
放水訓練、体力錬成など
を行いました。この日は
訓練塔で、職員の指導を

▲左から桶本竜矢さん、森田航輝さん、仲村　廉さん、
　日浦大岳さん（４人とも浜坂中学校）

の指導を受けて緊張しながらも、集中して牛
のブラッシングに挑戦していました。
　動物と触れ合ってみたいという理由でここ
を選んだ西澤悠さん（夢が丘中）は、「雰囲
気のいい職場で楽しかった。この経験を将来
に生かしたい」と話していました。

受けて汗だくになりながら７ｍの高さまでロ
ープを使って登る自力登坂などの救助訓練に
真剣な表情で挑戦していました。
　田中力也さん（夢が丘中）は「将来、大き
な卓球の大会に出場するため、精神面を鍛え
ることができた」と話していました。

但馬牧場公園

美方広域消防本部

私
た
ち
が
取
材
し
ま
し
た
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中学生記者 が取材に挑戦！ 体験活動で頑張る姿をお届けします

　山陰海岸ジオパーク館では、浜坂中学校の生徒７人が施設の
掃除や展示物の名札替えなどの作業を行いました。この日は、
施設の職員の指導を受けて、真剣な表情でていねいにジオラマ
の掃除を行っていました。
　幼いころから博物館に勤めたいとい
う夢を持っていた堀江大和さん（浜坂
中）は、「想像以上に難しいと思って
いたけど、ここの仕事は面白い」と話
していました。

（取材　森田航輝）

（取材　桶本竜矢）

（取材　森田航輝）

（撮影　桶本竜矢）

（撮影　森田航輝）

（撮影　桶本竜矢）

　大庭認定こども園では、浜坂中学校と夢が丘中学校の生徒５
人が、園児と一緒に笹巻き作りや玉ねぎ取りなどを行ったほか、
歯のブラッシング指導の補助なども行いました。この日は、施
設の職員や園児たちと一緒にミニミニ
運動会を楽しんでいました。
　この仕事に憧れていたという仲田早
輝さん（浜坂中）は、「楽しめたし園
児と遊ぶことができ、ここを選んで良
かった」と話していました。

　加藤文太郎記念図書館では、浜坂中学校の生徒４人が書棚へ
の本の返却や施設周辺の草取りなどの作業を行いました。この
日は、施設の職員から本の番号に基づいた返却方法の指導を受
け、真剣な表情で作業を行っていまし
た。
　元吉拓海さん（浜坂中）は整理整頓
が得意で、それを生かせると思い図書
館を選んだそうです。「図書館の仕事
は楽しい」と話していました。

森
田
航
輝 

記
者

　
他
の
職
場
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
て
、
し
っ
か
り
と
聞
き
取
る
の

が
難
し
か
っ
た
で
す
。
広
報
紙
を

ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る
の
か
が

分
か
り
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

桶
本
竜
矢 

記
者

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
章
の
作

成
を
し
ま
し
た
。
初
め
は
上
手
に

打
て
な
か
っ
た
け
ど
、
慣
れ
る
と

簡
単
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
将
来
、

カ
メ
ラ
を
使
っ
た
仕
事
も
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

仲
村　

廉 

記
者

　
普
段
、
学
校
で
で
き
な
い
体
験

が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
カ
メ

ラ
の
使
い
方
や
取
材
の
方
法
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
学
べ
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
大
切
に
し
て

将
来
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。

日
浦
大
岳 

記
者

　
初
め
、
カ
メ
ラ
の
撮
り
方
も
分

か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
撮
り

方
を
覚
え
て
思
い
ど
お
り
の
写
真

が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
広

報
紙
の
作
成
を
体
験
し
て
、
文
章

を
作
る
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

取
材
を
終
え
て

山陰海岸ジオパーク館

大庭認定こども園

加藤文太郎記念図書館
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町政のうごきから
 『 

な
く
そ
う
差
別 

守
ろ
う
人
権 

み
ん
な
の
21
世
紀
』
人
権
啓
発
推
進
条
例
制
定
の
ま
ち

 
８
月
は
〝
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
運
動
〟
推
進
強
調
月
間
で
す

　

本
町
は
、
８
月
を
推
進
強
調
月
間
と
し
て
「
な
く
そ
う

差
別　

守
ろ
う
人
権　

み
ん
な
の
21
世
紀
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
街
頭
啓
発
、
人
権
講
演
会
、
企
業
・
事
業
所
訪
問

啓
発
、人
権
学
習
会
な
ど
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
差
別
・
人
権
問
題
を
学
び
な
が
ら
、
自
分

自
身
の
中
の
偏
見
や
差
別
意
識
を
見
つ
め
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
人
権
啓
発
推
進
の
取
組
に
、
ぜ
ひ
多
く

の
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

人
権
推
進
室
（
文
化
会
館
）
℡
82
‐
３
３
２
８

　
　
　
　
　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

兵
庫
県
は
、
毎
年
８
月
を
「
人
権
文

化
を
す
す
め
る
県
民
運
動
」
推
進
強
調

月
間
と
し
て
人
権
教
育
・
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
国
は
、
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
た
12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
人
権
に
関
す
る
取
組
は

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し

て
新
町
発
足
時
に
人
権
啓
発
推
進
条
例

を
制
定
し
、
人
権
啓
発
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
権
施
策
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

人
権
施
策
推
進
計
画
を
策
定
し
て
人
権

施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
年
齢
、
性
別
、
思
想
信
条
、

国
籍
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず「
す

べ
て
の
人
が
共
に
生
活
す
る
社
会
が
あ

た
り
ま
え
の
社
会
」
と
い
う
視
点
に

立
っ
て
、
人
権
意
識
の
高
揚
と
差
別
・

人
権
問
題
の
解
消
に
努
め
、
お
互
い
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
誇
り
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
地
域
社
会
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

推
進
強
調
月
間
の
取
組

企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発

と
き　

７
月
26
日
（
金
）

　

町
内
の
事
業
所
に
啓
発
の
ぼ
り
の
設

置
、
啓
発
用
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
す
。

職
場
で
も
人
権
学
習
会
開
催
等
啓
発
活

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
区
街
頭
啓
発

と
き　

８
月
１
日
（
木
）

　
　
　

  

※
朝
・
夕　

と
こ
ろ　

町
内
８
か
所
で
実
施

　

啓
発
の
ぼ
り
の
設
置
や
放
送
と
合
わ

せ
て
、
各
地
区
推
進
実
行
委
員
会
の
委

員
が
、
啓
発
チ
ラ
シ
や
グ
ッ
ズ
を
配
布

し
な
が
ら
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
・

　
　
　
　

街
頭
パ
レ
ー
ド

と
き　

８
月
１
日
（
木
）

　
　

午
後
５
時
～　

※
雨
天
中
止

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
前
広
場

◇
浜
坂
少
年
少
女
音
楽
隊
・
浜
坂
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
、
浜
坂
北
小

学
校
児
童
の
演
技
を
行
い
ま
す
。

◇
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
前
か
ら
浜
坂
認
定
こ
ど

も
園
ま
で
を
、
浜
坂
少
年
少
女
音
楽

隊
と
浜
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏

し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
し
ま
す
。
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そろって投票しましょう！

兵庫県知事選挙・第23回参議院議員通常選挙

　　　　　　　　　　　　新温泉町選挙管理委員会　℡ 82-3111（役場総務課内）

投 票 日    ７月21日（日）
投票時間 　午前７時～午後８時 （一部の地域を除く）

  投票日当日、仕事、買い物、レジャーなどの予定がある方は、
  浜坂多目的集会施設または町民センターで期日前投票をすることができます。
  【期日前投票のできる期間】　７月20日(土)まで（午前８時30分～午後８時）

平 成 2 5 年 度
人 権 標 語 優 秀 作 品

　なりたいな　人のいたみが　わかる人
　　　　　　浜坂北小学校  ４年　福井  聖空 さん

　思いやり　つたえていこう　このまちに
　　　　　　浜坂南小学校ＰＴＡ　田中  義徳 さん

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い　
「
人
権
文
化
の
花
咲
く
新
温
泉
町
へ
」

内
容

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

子
ど
も
コ
ー
ラ
ス
と
有
志
の
皆
さ
ん

に
よ
る
新
温
泉
町
歌

◇
特
別
報
告

　

浜
坂
漁
協
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
実
習
生

　
「
新
温
泉
町
で
手
と
手
を

　
　
　
　
　
　
　

つ
な
ぎ
な
が
ら
…
」

◇
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
　

新
温
泉
町
教
育
長　

岡
本
操

　
（
パ
ネ
ラ
ー
）

　
　

鳥
取
大
学
地
域
教
育
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　

西
垣
海
里
さ
ん

　
　

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
和
夫
さ
ん

　
　

町
人
権
教
育
協
議
会
教
育
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

中
家
憲
和
さ
ん

　
　

町
人
権
教
育
協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
谷
展
久
さ
ん

◇
人
権
ポ
ス
タ
ー
、
人
権
標
語
優
秀
作

品
表
彰
、
入
賞
作
品
パ
ネ
ル
展
示

各
地
区
人
権
学
習
会

と
き　

８
月
10
日
（
土
）

　
　
　

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
入
場
無
料
）

地　区 月　日 会　場
居　組 8 月  2 日（金）居組婦人の家
久斗山 9 日（金）久斗山コミュニティセンター
赤　崎 17 日（土）赤崎地区公民館
三　尾 20 日（火）御火浦集会所
大　庭 23 日（金）浜坂南小学校 2 階　ふれあいルーム
諸　寄 24 日（土）諸寄基幹集落センター
浜　坂 28 日（水）文化会館 2 階　大会議室
久　斗 31 日（土）浜坂東小学校 2 階　ミーティングルーム

＊都合の良い会場にお出かけください。

◇
時
間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

◇
テ
ー
マ　

偏
見
意
識
と
人
権

◇
内
容

　

ビ
デ
オ
「
ほ
ん
と
の
空
」
鑑
賞
等

※
温
泉
地
域
で
は
、
各
地
区
の
ふ
れ
あ

い
・
子
育
て
学
級
に
お
い
て
人
権
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
、
助
言
者

の
派
遣
、
ビ
デ
オ
の
貸
出
等
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
無
料
）
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平
成
25
年
6
月
議
会
に
お
い
て
、
豊
岡
市
と
の
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
議
案

が
可
決
さ
れ
、
７
月
１
日
、
豊
岡
市
の
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
岡
本
町
長
と
中
貝

豊
岡
市
長
が
「
但
馬
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
書
」
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
主
に
観
光
、
交
通
、
交
流
の
分
野
で
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま

す
。

但
馬
の
魅
力
ア
ッ
プ
に　

　
　
　
　

取
り
組
み
ま
す

　

定
住
自
立
圏
構
想
は
、
地
方
圏
に
お

い
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
各
地

に
形
成
し
、
中
心
市
と
近
隣
の
市
町
が

互
い
に
連
携
・
協
力
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
も
の
で
す
。

　

但
馬
で
は
、
新
温
泉
町
以
外
の
香
美

町
、
養
父
市
、
朝
来
市
が
既
に
平
成
24

年
7
月
に
豊
岡
市
と
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
今
回
新
た
に
本
町
が
参
画
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
３
市
２
町
で
構
成
す

る
但
馬
圏
域
の
市
町
が
協
働
で
圏
域
の

魅
力
と
生
活
機
能
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、共
通
の
課
題
の
解
決
や
、住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
充
実
に
向
け
て
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

  《
交
流
と
共
生
》
の
但
馬
を
目
指
し
て

 
「
但
馬
定
住
自
立
圏
」
の
協
定
を
締
結

連　携　施　策 事　　業 取　組　内　容

救急医療体制の充実
ドクターカー運行事業 安定的な運行により救命率の向上を図る
小児救急電話相談の開設 適切な対処方法や、受診への助言等を行う

観光の振興 山陰海岸ジオパーク推進 保護・保全とともに観光や教育に活用する
循環型社会の構築 ごみ処理施設整備・運営 生活環境の保全と公衆衛生の向上を図る

防災力の向上 大規模災害発生時における応援体制
の強化

相互応援協定に基づき、圏域の応援体制の強化
を図る

但馬空港の利用促進 但馬空港利用促進と東京直行便の就
航に向けた取組

広報宣伝と航空運賃の一部助成を実施

東京直行便の就航に向けて連携して取り組む

地域公共交通の利用促進 広域的な移動手段確保のため、鉄道、
バスの利用促進

鉄道・バスの利用を促進するとともに路線の運
行維持に連携して取り組む

交流・移住促進 独身男女の出会いの機会の提供 圏域に居住し結婚を望む適齢期の男女に、圏域
内外の異性との出会いの機会などを提供

人材の育成 圏域の職員育成 職務能力向上のため圏域の職員研修に取り組む

豊岡市との連携事項

■ 生活機能の強化の分野

■ 結びつきやネットワークの強化

■ 圏域マネジメント能力の強化

但馬地域の市長と町長立合いのもと協定書の調印式が行われました
（左から、広瀬養父市長、中貝豊岡市長、岡本町長、多次朝来市長、浜上香美町長）
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制
度
改
正
の
内
容

　

県
の
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」

の
拡
大
に
伴
い
、
新
温
泉
町
で
は
、「
乳

幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
」
を
中
学
３

年
生
ま
で
拡
大
し
、
通
院
・
入
院
と
も

に
窓
口
負
担
を
０
円
と
し
全
額
助
成
し

ま
す
。

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合

は
、
償
還
払
い
と
な
り
ま
す
。

中
学
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ　

助
成
を
受
け
る
に
は　
　
　

　
　

受
給
者
証
が
必
要
で
す

　

新
た
に
乳
幼
児
等

医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
と
な
る
中
学
生

の
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
、
受
給
者
証
交
付
申
請
の
案
内
を
6

月
中
旬
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、
健
康

福
祉
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所
地
域
振

興
課
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
６
月
30
日
ま
で
に
受
け
た
中
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
入
院
医
療
費

は
、
引
き
続
き
、「
こ
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
」に
お
い
て
助
成
し
ま
す
。

（
償
還
払
い
）

＊「
償
還
払
い
」と
は
、
医
療
機
関
に
自
己
負

担
額
を
支
払
い
、
そ
の
後
、
町
へ
申
請
を

行
い
、
費
用
の
償
還（
払
い
戻
し
）を
受
け

る
こ
と
で
す
。

▼
問
合
せ

▪
健
康
福
祉
課　

国
保
医
療
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

▪
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

住
民
係

　

℡
92
‐
１
１
３
１

「
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
」
を

　
　
　
　
　
　

中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た

下
水
道
へ
の
接
続
の
お
願
い

～
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
活
用
く
だ
さ
い
～

異物の流入に困っています！

～平成 25 年 6 月 30 日 平成 25 年７月１日～
入院 通院 入院 通院

０歳～
　小学６年

全額助成（乳）
全額助成（乳）

中学１年～
　　　３年

全額
助成（こ）

助成
なし

※町における助成制度を（乳）、（こ）で表示しています。
　（乳）：乳幼児等医療費助成制度
　（こ）：こども医療費助成制度

＜改正の概要＞

接
続
状
況

　

平
成
25
年
５
月
末
現
在
で
の
接
続
率

は
、
浜
坂
地
域
が
78
・
2
％
、
温
泉

地
域
が
73
・
7
％
で
、
全
体
で
は
76
・

7
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
１
日
も

早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
接
続
の
メ
リ
ッ
ト

◇
嫌
な
臭
い
が
な
く
な
り
ま
す
。

◇
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
が
減
り
ま
す
。

◇
ト
イ
レ
の
掃
除
が
楽
に
な
り
ま
す
。

◇
河
川
、海
の
環
境
が
よ
く
な
り
ま
す
。

町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

が
活
用
で
き
ま
す

　

住
宅
環
境
の
向
上
と
地
域
の
経
済
振

興
の
た
め
、
50
万
円
を
超
え
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
補
助
額　

工
事
費
の
10
分
の
１

　

※
上
限
10
万
円

◇
問
合
せ  

商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５

個
別
訪
問
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

職
員
が
訪
問
調
査
を
行
い
接
続
の
依

頼
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
生
活
環

境
の
改
善
・
水
質
保
全
等
の
趣
旨
に
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
町
の
集
合
処
理
区
域
の
排
水
処
理
施
設
（
合
併
処
理
区
域
地
区
を
除
く
）
は
、

平
成
17
年
度
に
１
０
０
％
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

快
適
な
生
活
空
間
・
水
質
保
全
の
た
め
に
、
下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　

▼
問
合
せ　

上
下
水
道
課　

施
設
係　

℡
82
‐
３
１
１
４

トラブルが生じると、設備と機械の寿命を縮め、修理に多く
の費用がかかります。ルールを守って上手に使いましょう。
★流入の多い異物
　ウェットティシュ、ティッシュ、

タオル、靴下、おむつ
※特にウエットティッシュ類の混

入が多いです。おしりふき、清
掃ペーパー、除菌シートなどの
水に溶けない物は
流さないでくださ
い。

異物でポンプがこのような
状態になります
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●熱中症の症状には、筋肉痛・大量の発汗・吐き
気・倦怠感などがあり、重症になると意識障害
などが起こります。

●体調不良など個人の体調により熱中症の発生が
高まります。

●室内で特に何もしていなくても熱中症を発生す
ることがあります。

○こまめな水分・塩分の補給
※高齢の方や、障がいある方は、のどの渇き

を感じなくても、こまめに水分補給をしま
しょう。

○扇風機やエアコンを使った温度調整
○室温が上がりにくい環境の確保（こまめな

換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など）
○こまめな室温確認（エアコンの使用を我慢

していると熱中症になる恐れがあります。）

○こまめな体温測定（特に体温調整が十分で
ない高齢の方や、障がいある方、子ども）

○通気性の良い、吸湿、速乾の衣服着用
○保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の

冷却
○日頃から運動習慣をもち、体温調節の働き

を高めておく。

○日傘や帽子の着用
○日陰の利用、こまめな休憩と水分補給
○通気性の良い、吸湿、速乾の衣服着用
○天気の良い日は昼下がりの外出を控える。
○晴れた日は、地面に近いほど気温が高く、

幼児は大人以上に暑い環境にいます。

●気温が高い　●湿度が高い
●風が弱い　　●急に暑くなった

●体調の悪い人　●高齢者・幼児
●持病のある人　●暑さに慣れていない人

自力で水を飲めない、意
識がない場合は、直ち

に救急隊を要請しましょう！

冷却グッズの
活用も効果

的です。

予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です！

熱中症が疑われる人を見かけたら…

   熱中症とは…

熱  

中  

症  

の  

予  

防  

法

   こんな日は熱中症に注意！

   こんな人は特に注意！

水分・塩分補給 熱中症になりにくい室内環境

体調調節をするために
外出時の注意

１  涼しい場所へ避難させる

２  衣服を脱がせ、身体を冷やす

３  水分・塩分を補給する

熱中症は予防が大切です
　熱中症の発生は７～８月がピークになります。
　熱中症は気温などの環境条件だけでなく、人間の体調や暑さに対する慣れなど
が影響して起こります。気温がそれほど高くない日でも、湿度が高い・風が弱い
日などは注意が必要です。熱中症を正しく理解し、予防に努めましょう。
　―問合せ―　 健康福祉課　健康推進係　℡ 99-2940（すこやか～に内）
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■ 

感
染
経
路

▪
菌
に
汚
染
し
た
飲
食
物
を
食
べ
る
。

▪
患
者
の
糞
便
で
汚
染
さ
れ
た
も
の
を

口
に
す
る
。

■ 

予　

防

▪
生
肉
・
ユ
ッ
ケ
は
要
注
意
。
特
に
乳

幼
児
や
お
年
寄
り
な
ど
抵
抗
力
の
弱

い
人
は
、
生
食
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

生
肉
に
添
え
て
あ
る
野
菜
は
、
火
を

通
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▪
食
品
は
内
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
（
中
心
温
度
が
75
度
、
１
分
以
上
）

▪
焼
肉
な
ど
は
、
生
肉
を
触
る
箸
と
食

事
用
の
箸
は
別
に
し
ま
し
ょ
う
。

▪
調
理
前
後
、
食
事
前
、
用
便
後
は
必

ず
石
鹸
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▪
タ
オ
ル
の
共
有
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

▪
ま
な
板
・
包
丁
な
ど
の
調
理
用
具
は

必
ず
よ
く
洗
い
、
塩
素
系
消
毒
剤
な

ど
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▪
赤
ち
ゃ
ん
に
下
痢
が
み
ら
れ
る
時

は
、
オ
ム
ツ
交
換
後
石
鹸
で
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

■ 
特　

徴

　

大
腸
菌
は
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
無

害
で
す
が
、
人
に
下
痢
な
ど
を
起
こ
す

も
の
が
あ
り
、
病
原
性
大
腸
菌
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
ベ
ロ
毒

素
を
産
生
し
、
出
血
を
伴
う
腸
炎
や
溶

血
性
尿
毒
症
症
候
群
を
起
こ
す
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
代
表
的
な
0
‐
１
５
７
や
０
‐

２
６
、０
‐
１
１
１
等
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

▪
非
常
に
少
な
い
菌
数
で
感
染
す
る
た

め
、
感
染
力
が
強
い
。

▪
大
腸
で
増
え
る
時
、
毒
素
を
作
る
。

▪
感
染
し
て
か
ら
発
病
す
る
ま
で
、
２

～
14
日
と
長
い
。

■ 

主
な
症
状

▪
激
し
い
腹
痛
と
水
様

性
下
痢
や
血
便
（
鮮
血
便
）

▪
発
熱
、
吐
き
気
、
嘔
吐
を
伴
う
場
合

も
あ
る
。

＊
症
状
の
あ
る
方
は
、
速
や
か
に
医
師

の
診
察
を
受
け
、
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

気
温
が
上
昇
す
る
夏
場
は
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
等
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
等
感
染
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　町敬老祝福事業の一環として、９月の高齢者保健福祉月間に実施する「平成 25 年度金婚夫婦祝福
事業」の対象に該当するご夫婦の受付を行います。
　町と町社協から祝品を贈呈しますので、ご希望の方は申込みいただきます
ようご案内します。

✿実 施 日　　９月５日（木）
✿対 象 者　　町内に在住する、昭和 39 年に婚姻されたご夫婦
✿実施方法　　申込みいただいた方のご自宅に職員が訪問し、祝品をお渡しします。
　　　　　　　※訪問時間等は、別途お知らせします。

✿申込方法　　このページ裏面の下側が「申込書」になっています。
　　　　　　　申込書に必要事項を記入の上、健康福祉課または温泉総合支所に提出してください。
✿申込期限　　７月 26 日（金）
✿注意事項　　申込みのあった方へ祝品を贈呈します。
　　　　　　　※申込みがない方へは贈呈できません。
　　　　　　　　　　　　　―申込み・問合せ―
　　　　　　　◇健康福祉課　福祉係　℡ 82-5620
　　　　　　　◇温泉総合支所　地域振興課　住民係　℡ 92-1131

✿ 平成25年に『金婚式』を迎えられるご夫婦へ ✿
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いつまでも元気で暮らすために！

介護予防に関するアンケートのお願い65 歳以上の皆さまへ

　町民の皆様が、いつまでも住み慣れた地域で健康な生活を送っていただけるよう、
加齢による生活機能の低下を早期に発見するとともに、地域の中で互いに見守り支
え合う地域づくりができ、安心して暮らせる地域にしていくことを目的に「介護予
防に関するアンケート」を実施します。
　生活機能の低下が見られた方には、必要に応じて「介護予防教室」（おたっしゃ
クラブ等）の案内や家庭訪問等で介護予防のアドバイスをさせていただきます。
　７月中旬に問診票を対象の方へ郵送します。ご協力をお願いします。

対象者（本年度は温泉地域の方を対象に実施）

65歳以上（昭和23年３月31日以前生）の町民
（要介護・要支援認定者は除く）
※平成 25 年度は温泉地域の方を調査し、平成

26 年度に浜坂地域の方を調査します。

注意点

※連絡をさせていただく場合がありますので、住所、
氏名、生年月日、電話番号は必ず記入してください。

※未提出の方には、担当者が、電話や訪問をさせてい
ただく場合があります。

－問合せ－
　地域包括支援センター（役場内）
　℡ 82-5623

提出方法（問診票２枚を返信用封筒で提出）

①アンケート用紙（問診票）が２枚届きます。
②２枚とも表裏両面を記入してください。
③問診票２枚を同封の返信用封筒に入れ、８月 10

日（土）までに投函してください。

介護予防に関する

問診票

（白色）

問診票２

（水色）

郵　便

〒
ポスト

①白色用紙「介護予防に関する問診票」
　（生活機能に関する質問）
②水色用紙「問診票２」
　（地域での活動に関する質問） 切手不要

同封の返信用封筒で
８月10日（土）
までに投函

　

地
域
包
括

　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
行

夫
婦
の
氏
名

（ふりがな） （生年月日） 結婚記念日
（または届出日）

（夫） 昭和　　　年　　　月　　　日

昭和 39 年

　　　月　　　日

（ふりがな） （生年月日）

（妻） 昭和　　　年　　　月　　　日

現
住
所

〒　　　　－
　　　　　　　美方郡新温泉町　　　　　　　　　　　　　　　番地　　　　　　（　　　　　　　　町）

（電話番号）０７９６－　　　　　　－

平成 25 年度金婚夫婦祝福事業申込書
き　り　と　り

※「金婚夫婦祝福事業」の詳細は、９ページに掲載しています。
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町政のうごきから

　新温泉町税条例と新温泉町国民健康保険税条例の一部を改正しました。今回の改正の
ポイントをお知らせします。　　　　　　　　　　  ―問合せ―　税務課　℡ 82-3113

区分 所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 １世帯あたり １人あたり

医 療 分 5.61％
（6.17）

22.98％
（24.64）

20,900 円
（21,900）

17,100 円
（18,500）

90,969 円
（99,057）

51,516 円
（55,613）

支援金分 1.44％
（1.22）

5.87％
（4.87）

5,400 円
（4,400）

4,400 円
（3,700）

23,241 円
（19,770）

13,161 円
（11,099）

介 護 分 2.78％
（2.39）

12.65％
（9.66）

13,000 円
（10,400）

7,200 円
（5,900）

39,292 円
（33,824）

30,362 円
（25,610）

＜平成 25 年度税率一覧＞　（　）内は、平成 24 年度の税率

新温泉町税条例・新温泉町国民健康保険税条例一部改正のお知らせ

■ 町税条例改正のポイント

■ 町国民健康保険税改正のポイント（平成 25 年度の国民健康保険税から適用）

延滞金の利率を引き下げます
　国税延滞金の利率見直しに伴い、町税の利率
についても引き下げます。(H26.1.1 から適用）

保険税軽減制度に係る特例
　国保から後期高齢者医療へ移行したことにより国
保の被保険者でなくなった方（特定同一世帯所属者）
を含めて軽減対象基準額を算定することとしている
措置について、期限を区切らない恒久措置とします。

世帯割に係る配慮として特定継続世帯を設定
　２人世帯で、１人が後期高齢者医療へ移行し、も
う１人が国保に残った世帯（特定世帯）の世帯割額を
５年間、1/2にする措置について、軽減割合を1/4に
して、さらに３年間延長します（特定継続世帯）。

平成 25 年度の国民健康保険税の率等
　国民健康保険世帯の被保険者に係る
医療費の動向を勘案し、また国民健康
保険財政調整運用基金から7,000万円
の繰入れを行うなど、医療分の負担軽
減を図りましたが、後期高齢者の医療
費を支援する費用（支援金分）と介護保
険サービス・介護予防事業等の費用（介
護分）が上昇するため、全体では負担
額が引き上げとなりました。

※特例基準割合（前年 11 月 30 日の日本銀行が定
　める基準割引率＋ 1％）に 7.3％を加算した率

住宅ローン控除の期間を４年延長します
　来年４月から消費税率の引き上げが予定されており、税
負担の影響を緩和する措置として実施します。(H27.1.1 から適用）

現　行 改正後
１４．６％ ９．３％程度※

特定同一世帯所属者
現　行 改正後

移行後も同じ世帯に属し
ていて５年間が経過する
までの方

恒久措置とします。

現　行 改正後

特定世帯（５年間）
世帯割を１／２軽減

現行制度の軽減終了後
↓

特定継続世帯（３年間）
世帯割を１／４軽減

現　行 改正後
入居要件 平成 25 年 12 月まで 平成 29 年 12 月まで

控除期間 平成 35 年まで 平成 39 年まで

　

但
馬
牛
の
普
及
と
販
売
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
湯
村
温
泉
但
馬

ビ
ー
フ
流
通
振
興
協
議
会
（
中
井

勝
会
長
）
が
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
製

作
し
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
Ｂ
２
判
（
縦
73

㎝
、
横
52
㎝
）
で
、
紙
面
い
っ
ぱ

い
に
立
体
感
の
あ
る
雌
の
但
馬
牛

が
イ
ラ
ス
ト
さ
れ
て
お
り
、
迫
力

満
点
で
す
。

　

美
方
郡
は
繁
殖
牛
の
産
地
と
し

て
有
名
で
、
県
が
繁
殖
肥
育
一
貫

生
産
へ
の
取
組
を
進
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
雌
牛
に
こ
だ
わ
っ
た
デ

ザ
イ
ン
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
中
旬
に
同
協
議
会
の
会
員

や
関
係
団
体
に
配
布
し
た
ほ
か
、

今
後
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
も
但
馬
牛
と
但
馬
ビ
ー

フ
の
普
及
・
Ｐ
Ｒ
に
活
用
す
る
予

定
で
す
。

迫力満点のポスターで但馬ビーフをＰＲ　流通振興協議会が製作
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国家公務員初任行政研修を受入れ

新温泉町で地方自治の現場を体験
　６月 10 日～ 14 日までの５日間、国家公務員に新規採用された職員を対象に人事院が実施する初任行
政職員研修（地方自治体実地体験）を本町が受け入れました。この研修は、地方自治体の実態について理
解を深めるために行われているもので、今回は３名の研修員が訪れ、町内施設の見学のほか、但馬牧場公
園の管理業務や諸寄港での漁業体験、役場の業務体験などを行いました。３名の研修員は、「国民全体の
奉仕者としての使命感向上」という研修の最終目的を達成するため、慣れない環境で５日間、熱心に研修
に取り組みました。研修生から、今回の研修報告がありましたので、紹介させていただきます。

　私は５日間の地方自治体実地体
験を通して、新温泉町が持つ魅力
を引き出すために、町を支えてい
る町民の姿を肌で感じることがで
きました。　
　例えば、但馬牧場公園では、但
馬牛がブランドとして活躍するま
での歴史を伺い、牛のお世話を体
験させて頂きました。但馬牛をお
世話する職員は朝５時から仕事を
始め、暑く厳しい環境下で行って
いるにもかかわらず、牛一頭一頭
に対する想いが仕事の丁寧さや気
遣いから伝わってきました。
　「自分の仕事と新温泉町に対する
想い」を強く持つ町民の方々と触
れ合えた経験を活かし、私も「国
と国民への想い」をより一層深め
て、これからも職務に邁進したい
と考えます。

　５日間、私達を受け入れてくだ
さった新温泉町の皆様、ありがと
うございました。職員・議員の方々
と住民の方々の間の、顔の見える
密なコミュニケーションから、地
方自治が「民主主義の学校」たる
所以を感じることができました。
　私が携わっているエネルギー政
策に関しては、燃料高騰によって
港の漁火が減っている実情を目で
見て、燃料高騰の影響の大きさを
再認識しました。また、新温泉町
においては、バイナリー発電や温
度差発電など、地域資源を利用し
た新エネルギーを積極的に推進さ
れており、大変勉強になりました。
　今後、東京に戻った後も、新温
泉町の美しい風景と皆様の顔を思
い浮かべながら、大都市圏とは異
なる生活スタイルを念頭におき、
様々な立場の国民の皆様のニーズ
に沿った政策を作ることができる
よう、心がけていきたいです。

　この度、私は行政初任研修の一
環として、ここ新温泉町で地方行
政の体験をさせて頂きました。
　今年度、私は国家公務員として
採用されましたが、「国民」という
言葉が頻繁に使われる一方で、直
接「人」と接することが少ない環
境下では、「誰のための行政なのか」
が見落とされがちであることを痛
感します。その点、新温泉町では
様々な業務を体験させていただき、
行政の先にある、人々の生活を意
識しながら、行政について考え直
す機会を頂きました。
　私の地元である北海道に劣らぬ
大自然に加え、表情豊かな町民の
方々、そして町民を意識した行政
を担う町職員の姿に感銘を受ける
と共に、私の国家公務員人生にお
いて、かけがえのない、貴重な経
験となりました。この経験を糧に、
国民を意識した行政を実現すべく、
邁進していきたいと思います。

総
務
省

　

秋
山
真
二

（
東
京
都
出
身
）

経
済
産
業
省

　

菊
池
沙
織

（
東
京
都
出
身
）

金
融
庁

　

菅
沼
祐
紀

（
北
海
道
出
身
）

但馬牧場公園で但馬牛の飼育作業早朝５時に諸寄港を出航し漁業体験税務課と町民課で役場の実務を学ぶ
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

町道飯野中辻線舗装改良
工事 中辻 施工延長 L=225m

舗装工 A=1,130㎡ 4,903,500  平成 25 年 5 月 24 日～
  平成 25 年 8 月 6 日 山陰造園土木㈱

町道浜坂第 42 号線消雪
設備整備工事 浜坂 散水管 L=181.5m 8,022,000  平成 25 年 5 月 28 日～

  平成 25 年 9 月 20 日 ㈱大上建設

久斗山簡易水道配水管布
設替工事（その２） 久斗山

配水管布設工
φ 75 L=270.7m 
φ 50 L=138.0m
φ 40 L=97.5m

19,530,000  平成 25 年 5 月 24 日～
  平成 25 年 10 月 31 日 北但設備㈲

（平成 25年 5月 16日～平成 25年 6月 15日契約分）

　この夏、省エネ型ライフスタイルへの転換に向けて、皆様には、
日頃から無理なく節電に取り組んでいただきますよう、ご協力を
お願いします。

具体的な節電の取組
　エアコン 28℃設定や不要時のこまめな消灯な
ど、昨夏に取り組んでいただいた普段の節電行動
を、引き続き着実に実施してください。

節電行動の例 節電効果
冷房の設定を 26℃から 28℃にする。 10%
すだれやよしずで窓からの日差しを和ら
げる。 10%

エアコンを消し、扇風機を使用する。 50%
冷蔵庫の設定温度を「強」から「中」に変え、
扉を開ける時間を減らし、食品を詰め込
みすぎない。

2%

テレビは省エネモードに設定し、画面の
輝度を下げ、必要な時以外は消す。 2%

日中は不要な照明を消す。 5%

みんなで節電アクション！

家庭における今夏の節電のお願い
○内容　昨年並の節電の着実な実施
　　　　（平成 22 年夏と比べて９％削減を目安）
　※目安の数値は、国の電力需給見通しにおいて見込ん

でいる関西電力管内の定着節電量として平成 22 年
夏比▲８．７％を考慮して設定

○期間　平成 25 年７月１日（月）～９月 30 日（月）
　　　　平日の午前９時～午後８時
　※特に午後１時～午後４時の節電が重要
　※８月 13 日（火）～ 15 日（木）を除く。
○留意事項　高齢者や乳幼児、体調が悪い方のお

られるご家庭には、健康上支障のない範囲での
節電をお願いします。

ー問合せ－　兵庫県企画県民部エネルギー対策課　℡（078）362-3294
　　　　　　兵庫県農政環境部環境政策課　℡（078）362-3272

　６月 14 日、平成 25 年度兵庫県ケー
ブルテレビ広域連携協議会総会で、本
町のケーブルテレビが制作した番組

「手作りかんじきでハイキング」がＮ
ＨＫ神戸放送局長賞を受賞しました。
　毎週火曜日の夕方、ＮＨＫの番組

「ニュースＫＯＢＥ発６１０」で、県
内のケーブルテレビ 17 局が地域の話
題を紹介する「我が町ケーブルテレビ」
のコーナーに放送された平成 24 年度
の約 50 作品（１局あたり約３作品）

の中から最優秀作品に選ばれました。
　審査を行った森田放送部長には「分
かりやすく編集しており、滝の映像も
きれいであった」、原嶋チーフカメラマ
ンには「参加しているような気分で見
ることができ、参加者の満足感も伝わっ
てきた」と評価していただきました。
　この番組※は、ケーブルテレビのリ
クエストチャンネルと町ホームページ

（７月末まで）、加藤文太郎記念図書館
で視聴できます。

※ケーブルテレビでは2/1 ～ 2/10に「かんじき
づくりと鳴滝ハイキング」で放送

町ケーブルテレビが「ＮＨＫ神戸放送局長賞」を受賞

賞状を手にする岡本町長（右）と
馬場ケーブルテレビ係長（左）
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高
齢
者
叙
勲
　
旭
日
単
光
章

　
高
齢
者
叙
勲
　
瑞
宝
双
光
章

　

宮
田　

肇
さ
ん　

浜
坂　

元
浜
坂
町
議
会
議
員

　

園
田
捨
吉
さ
ん　

居
組　

元
香
住
町
立
香
住
第
二
中
学
校
校
長

　

昭
和
54
年
か
ら
４
期
16
年
に

わ
た
り
、
浜
坂
町
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
文
教
民
生
常
任
委

員
会
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ
、

地
方
自
治
の
発
展
、
住
民
福
祉

の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

西
村
さ
ん
は
、
消
費
者
被

害
防
止
の
啓
発
活
動
や
食
品

事
業
所
の
巡
回
監
視
に
よ
る

食
の
安
心
安
全
確
保
、
レ
ジ

袋
削
減
等
に
よ
る
リ
サ
イ
ク

ル
県
民
運
動
な
ど
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
副
会
長
の
西
村
公
子
さ
ん（
歌
長
）

が
、
消
費
者
庁
の
「
消
費
者
支
援
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
し
、
消
費
者

月
間
の
５
月
27
日
、
首
相
官
邸
（
東
京
都
）
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

消
費
者
支
援
功
労
者
表
彰

賞状を手にする西村公子さん

　６月２日、県立但馬牧場公園で、「はちみつし
ぼり体験」が行われ、町内外から 10 組 27 人が
参加しました。
　同園では、県養蜂振興会会長でもある養蜂家の
辻井健一さん（豊岡市）の協力を得て、５月下
旬にミツバチの巣箱を 22 箱設置。この日は、約
60 万匹のミツバチが、10 日程度、園内のトチの
花から集めた蜜でいっぱいになった巣箱を使用し
ました。
　体験前に辻井さんが、びっしりとミツバチの貼

り付いた巣枠を巣箱から取出し、ミツバチの特徴
や巣の形状などを説明。参加者は興味深く耳を傾
けていました。
　その後、蜜が搾り出される様子が分かる手動式
の遠心分離機を使って蜂蜜搾りを体験。参加者は
巣を壊さないよう速度に注意しながら、巣枠が２
つ入った機械を回して蜂蜜を搾り出しました。
　体験では、採れたての巣と蜂蜜が乗ったクラッ
カーの試食や、蜂蜜で漬けた辻井さん自家製の梅
ジュースの試飲のほか、蜂蜜のお土産があるなど
甘～い蜂蜜づくしのイベントとなりました。参加
者にとって初めての体験ばかりで、終始、歓声が
上がっていました。
　同園では、７月中旬まで採蜜を行う予定で、搾っ
た蜂蜜は、併設の愛宕山観光レストラン「ふるさ
と」で限定販売されてい
ます。但馬牧場公園の自
然の恵みが詰まった蜂蜜
を、一度味わってみては
いかがでしょうか。

搾りたての自然の恵みを味わう

但馬牧場公園で「はちみつしぼり体験」

手動式の遠心分離器で蜂蜜搾り体験
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

町内の公共施設にフリースポットを
　　　　　新たに２か所整備しました
　町では、町民のみなさんがより身近に利用でき
るインターネット環境の提供と本町を訪れる方々
の利便性向上のため、無線ＬＡＮ（Ｗ

ワ イ

ⅰ - Ｆ
フ ァ イ

ｉ）
機能のある通信機器を使って無料で利用できるフ
リースポット（公衆無線ＬＡＮアクセスポイント）
を町内の公共施設に整備しています。
　今回新たに２か所整備し、町
内の公共施設では９か所でご利
用いただけます。今後も順次整
備していくことにしています。

●設置場所
　山陰海岸ジオパーク館（新規）
　上山高原ふるさと館（新規）
※これまでに、新温泉町役場、まち歩き案内所、町民セ

ンター、但馬牧場公園、七釜温泉ゆーらく館、リフレ
ッシュ館、浜坂 B&G 海洋センターに整備しています。

●接続方法
　施設に備付けのマニュアルか町ホームページを

ご覧ください。
●問合せ　企画課　広報情報係　℡ 82-5624

　６ 月 16 日 に 湯 村 温 泉 街 で
「第 14 回全日本かくれんぼ大

会」が開催されました。
　全国各地から『おに』322 名、

『 隠 れ 人 』240 名 が 参 加。 ア
ニメやテレビ番組のキャラク
ターなど、思い思いの仮装を
身につけて温泉街へ繰り出し、
昔ながらのかくれんぼを楽し
みました。

第 14 回全日本かくれんぼ大会

「もう～いい～か～い」、「もう～いい～よ～」の合図で
おにが町民センターをスタート

隠れ人を見つけたら奉行所でくじ引き
当たりくじの大吉が出てにっこり

ポケットパーク付近は仮装をした参加者で大にぎわい

会場の至る所で写真撮影

はずれくじを引くと、ステーキや
じゃぶなどの美味しいペナルティ

仮 装 コ ン テ ス
ト で 最 優 秀 賞
を受賞した「ラ
ピュタ」。造形
が 趣 味 の グ ル
ー プ で、 大 阪
府 や 広 島 県 の
メンバー 11 人
が参加。
　 今 回 で ７ 回
目 の 参 加 に な
る そ う で、 代

表の粕谷さんは「毎年みんなに驚いて
もらえるのを楽しみにしている。来年
も参加したい」と話していました。
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
２
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

運
局
指
定
（
認
定
）
工
場
へ
の
便
宜

を
目
的
と
し
て
、
役
場
税
務
課
か
ら

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

役
場
窓
口
で
の
交
付
よ
り
も
、
よ

り
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
て
お
り
、
納
税
者
ご
と
に
一
封
筒

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
長　

中
村
光
春
）

　

現
在
、
浜
坂
地
域
の
防
災
無
線
を
利

用
し
て
、
午
前
６
時
に
「
ふ
る
さ
と
」、

午
後
５
時
に
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
時
報
と
し
て
放
送
し
て
い

ま
す
。
時
報
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
曲
を
使
用
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
登
山
家
の
加
藤
文

太
郎
生
誕
の
町
と
し
て
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
す

が
、
ご
提
案
の
「
加
藤
文
太
郎
の
歌
」

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
曲
が
リ
ピ
ー
ト

中
山
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で
あ
り
、

そ
の
曲
を
時
報
と
し
て
使
用
す
る
の
は

適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
現
在
使
用
し
て
い
る
曲
を

使
用
し
て
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

他
の
曲
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
や
ま
ち
づ
く
り
の

現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
町
民
課
長　

西
垣
日
出
樹
）

　

納
税
証
明
書
は
、
原
則
と
し
て
納
税

者
本
人
か
ら
の
請
求
に
よ
っ
て
交
付
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
個

人
の
資
力
や
信
用
を
証
明
す
る
有
力
な

資
料
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま

た
本
人
で
あ
っ
て
も
濫
用
を
防
ぐ
た
め

に
使
用
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
な
ど
、
そ
の
取
扱
い
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
尋
ね
の
「
軽
自
動
車
税
納
税
証
明

書
」
は
、
軽
自
動
車
の
継
続
車
検
に
必

要
な
書
類
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

役
場
窓
口
業
務
の
省
力
化
と
町
内
の
陸

軽
自
動
車
の
納
税
証
明
書

　
　

送
付
方
法
の
改
善
を

　

私
の
家
に
は
軽
自
動
車
等
が
３
台

あ
る
が
、
納
税
証
明
書
が
車
両
（
所

有
者
）
ご
と
に
別
々
の
封
筒
で
届
い

た
。
同
じ
家
な
の
で
、
３
台
分
ま
と

め
て
１
つ
の
封
筒
で
い
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
代　

女
性
）

防
災
無
線
の
時
報
で　
　

　
　
　

町
の
ア
ピ
ー
ル
を

　

防
災
無
線
の
時
報
に
「
加
藤
文
太

郎
の
歌
」（
リ
ピ
ー
ト
中
山
作
）
を

編
曲
し
て
、
チ
ャ
イ
ム
と
し
て
流
し

て
は
ど
う
か
。
加
藤
文
太
郎
の
冠
の

つ
い
た
町
立
図
書
館
が
あ
り
、
も
っ

と
文
太
郎
の
町
が
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
。　
　
（
浜
坂　

田
中　

正
さ
ん
）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に

そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹

介
し
ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き

年
２
回
ま
で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個

別
に
お
答
え
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）、
３
回
目
以
降
は
個
別
に
お
答

え
し
ま
す
。
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文

章
は
、
編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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広報しんおんせん（7月号）

　浜坂海岸の松林は、今から 80 年ほど前、当時
の町長、岡田氏の尽力により県の補助を受け、６
年に渡る苦労の末に完成した飛砂防備林です。砂
浜を隔てた当時の海岸線は沈降型で、遊泳禁止に
なっていましたが、西側に新浜坂漁港が築港され
た際、大量の砂が投入されてからは、快適な海水
浴場となりました。やがて「浜坂県民サンビー
チ」として兵庫県に安全な海水浴場と指定されて
からは、毎年多くの海水浴客が往来されるように
なり、運ばれてきた種があったのでしょうか、次
第に様々な植物が海岸を彩るようになりました。
　昨年の夏、久しぶりに松林を歩いたところ、見
慣れないイネ科の植物が群生しているのを見かけ
ました。草丈は 20 ～ 30㎝で、長いノギをつけた
小
しょう

穂
すい

を多数、茎頂につけています。図鑑などで
調べましたが分らないので、標本を送り、交流の
ある植物標本庫にお尋ねしたところ、地中海原産
の一年草、「ヒゲガヤ」とのご返事でした。1960
年代に北海道で確認されて以後、全国に広がりつ
つあるそうですが、小さな砂山に群生しているヒ
ゲガヤの何と可愛いこと。でも、温かな国から来
た一年草の植物です。ちょっとした気候の変化に
よって、突然、撤退してしまうかもしれません。
人との出会いと同様、植物との出会いも大切にし
たいと思いました。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

ヒゲガヤ
（イネ科）

 野草散歩（31)  
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶

予
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
は

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
よ
り
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年
以

内
（
平
成
24
年
４
月
分
は
平
成
34
年
４

月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
受
け

取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
も
、

追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を

追
納
す
る
場
合
、
経
過
期
間
に
応
じ
た

加
算
額
が
当
時
の
保
険
料
額
に
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

年度

全額免除

若年者
納付猶予

学生
納付特例

３／４
免除

半額
免除

１／４
免除

平成 15 年度 14,860 － 7,430 －
平成 16 年度 14,640 － 7,320 －
平成 17 年度 14,690 － 7,350 －
平成 18 年度 14,750 11,050 7,370 3,680
平成 19 年度 14,780 11,080 7,390 3,690
平成 20 年度 14,890 11,170 7,440 3,720
平成 21 年度 14,970 11,220 7,480 3,740
平成 22 年度 15,240 11,420 7,620 3,800
平成 23 年度 15,020 11,260 7,510 3,750
平成 24 年度 14,980 11,230 7,490 3,740

　免除の承認を受けた年度の保険料を
　平成 25 年度中に追納する場合の月額（単位：円）

※平成 23 年度、平成 24 年度分は追納加算額はありま
せん。

◆追納の手続
　役場町民課または温泉総合支所地域振興課、日本年金

機構豊岡年金事務所のいずれかの窓口で追納申込書を
提出してください。

◆問合せ
　日本年金機構豊岡年金事務所
　℡（0796）22-0945
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加藤文太郎
記念図書館

「７月のおすすめの本」
ご案内

おつかれっ！毎日パンダ
高氏貴博 著／飛鳥新社

　パンダをこよなく愛する著者が、上野
動物園に毎日通いつめて撮り続けたパン
ダの写真集。愛嬌たっぷりの可愛い姿や
めったに見れない衝撃写真が満載。

美女と呼ばないで！
林真理子 著／マガジンハウス

　「美」を追求し続けて16年。必死のダイ
エットで自分史上最高綺麗達成後、再び
忍び寄るリバウンドの影…。最新美容を
取り入れるためなら国内だけでなく海外
も飛び回り、美女度を更新中の著者が綴
る美女になるためのエッセイ。

あずかりやさん
　大山淳子 著／ポプラ社

　一日百円で何でもあずかるお店「あず
かりやさん」。離婚届、自転車、遺書、本
とそれぞれが持ち込む品物には隠された
思いや秘密がある。目が見えない店主が
持ってくる人の心を読み取り、やさしく
アドバイスする、切なくもあり、心あた
たまる物語。

暗やみの中のきらめき
マイヤリーサ・ディークマン 著・森川百合香 絵／汐文社
　事故により視力を失くした少年ルイ・
ブライユ。両親のすすめで王立盲学校に
行った彼は、日々勉強する中で字が読み
たい、書きたいと熱い思いを抱き試行錯
誤ののち点字を発明する。いろんな苦難
を乗り越えて点字を考案した彼の自伝。

あかいろうそく
新美南吉 作・鈴木寿雄 絵／フレーベル館

　里へ遊びに行ったさるが、1本の赤い
ろうそくを拾って山の動物たちのところ
へ帰ってきました。さるは、赤いろうそ
くを花火だと思い込み、みんなで打ち上
げることになりました…。動物たちのほ
ほえましいやりとりがユーモラスに描か
れた新美南吉の名作。

 おはなし会　　　　　　　  
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
◆７月27日（土）　午後2時～
 　『いるかのうみ』 他

一日図書館員さんのおはなし会
かわいい一日図書館員さん（小学４年
生～６年生）による絵本の読み聞かせ
や紙芝居、簡単な折り紙などをします。
◆８月10日（土）　午後2時～

休館日のお知らせ 　　　　  

【夏休み宿題特設コーナー】
　7 月１日から、夏休みに役立つ本
として「自由研究の本」、「読書感想
文の本」「工作の本」のコーナーを
設置しています。貸出、予約とも各
コーナーごとに一人 2 冊までです。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（7月号） 18

８月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

は休館日

７月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31
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今
回
は
、
京
丹
後
市
で
丹
後
の
自
然

と
歴
史
を
訪
ね
ま
し
た
。

●
琴
引
浜　

▽
砂
浜
を
歩
く
と
音
が
し

て
、
た
た
く
と
太
鼓
の
よ
う
な
音
が

す
る
「
琴
引
浜
」
に
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
▽
顕
微
鏡
で
見
た
砂
や
貝

殻
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
輝

い
て
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

●
立
岩　

▽
巨
大
な
「
立
岩
」
を
見
て

マ
グ
マ
の
凄
さ
や
地
球
の
不
思
議
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

●
神
明
山
古
墳
、
大
成
古
墳　

▽
神
明

山
古
墳
に
登
り
、
巨
大
な
前
方
後
円

墳
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
▽
大
成
古

墳
の
石
組
を
見
学
し
、
資
料
館
の
館

長
か
ら
出
土
物
の
説
明
を
受
け
、
歴

史
に
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。

●
見
学
会
に
参
加
し
て　

▽
町
内
で
も

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
を
頑
張
り
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。
▽
ほ
か
の
地
域
の

見
学
会
に
も
参
加
し
た
い
で
す
。

第
１
回
ジ
オ
パ
ー
ク
見
学
会　

　
　
　
　
　
「
京
丹
後
」
か
ら

H25（2013）.7.11
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▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 38

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
、５
月
29
日
に
開
催
し
た「
ジ
オ
パ
ー

ク
見
学
会
」の
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
Ｔ
さ
ん
（
40
歳
）
女
性

　

２
か
月
前
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
料
金
が
安
く
な
る
と
電
話
で
勧
誘

さ
れ
、
遠
隔
操
作
に
よ
り
プ
ロ
バ
イ
ダ

の
設
定
を
す
る
と
説
明
を
受
け
た
。
指

示
さ
れ
る
ま
ま
に
操
作
を
し
た
ら
、
高

額
な
請
求
書
が
届
い
た
。
解
約
を
申
し

出
る
と
違
約
金
を
請
求
さ
れ
た
が
、
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

■
解
約
す
る
に
は
？　

　

プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
に
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
契

約
を
取
り
消
す
に
は
、
業
者
と
話
し
合

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
虚
偽
の
説
明
を

受
け
た
な
ど
、
勧
誘
方
法
に
問
題
が
あ

る
場
合
は
取
消
し
で
き
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

■
遠
隔
操
作
を
さ
せ
な
い
！

　

勧
誘
業
者
の
話
の
内
容
を
理
解
し
な

い
ま
ま
、
遠
隔
操
作
を
認
め
る
と
、
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
内
の
情
報
が
外
部
に
漏

れ
る
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
危
険
に

さ
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
頼
ん
で
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
を

勝
手
に
請
求
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

〝
遠
隔
操
作
〟に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

も
あ
り
ま
す
。

■
内
容
を
確
認
す
る
！

　

遠
隔
操
作
を
さ
せ
る
場
合
に
は
、
ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
る
か
、
き
ち

ん
と
確
認
し
安
易
に
業
者
に
操
作
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
は
、
通
信
回
線
を

通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
の
こ
と
で

す
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ポンポンと音がする砂浜

海辺にそそり立つ立岩

巨大な明神山古墳の頂上で
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公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください

H25（2013）.7.11

まちの求人案内

－問合せ－
　　  ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
　　  ハローワーク香住　℡（0796）36-0136
　　  ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
　　  サンシーホール浜坂　 ℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 25 年６月 20 日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）

㈱コメリ 総合職 27以下 191
総合職 27以下 169

（浜坂地域）
㈱隆栄水産 営業 不問 250 ～ 400

㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250 ～ 400
運転手 不問 139 ～ 157

山陰道路㈱
建築施工管理 不問 180 ～ 220
土木技術者 65以下 176
板金溶接業務 不問 180 ～ 220

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215
㈱たじみや 事務職 45以下 200 ～ 400
株本建設工業㈱ 土木技術者 59以下 165 ～ 308
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 45以下 160 ～ 250
山陰造園土木㈱ 作業員 35以下 150 ～ 250
㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 160 ～ 260
㈲山本工務店 型枠大工 不問 154 ～ 330
㈲ダイワ自動車 営業 45以下 180 ～ 250
山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160 ～ 200
㈲ラッキー美容院 美容アシスタント 不問 140 ～ 250
兵庫県但馬県民局 土木技術業務 不問 136 ～ 145
㈲岡市組 土木作業員 45以下 154 ～ 198
㈱ＳＴＣ 出荷事務 不問 127
㈲山米鮮魚 水産加工員 45以下 135 ～ 200

（温泉地域）

㈱マルワフーズ渡辺水産
営業 64以下 169 ～ 289
事務職 64以下 129 ～ 146
食品製造 64以下 280 ～ 350

㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
営業 60 以下 147 ～ 188

全但バス㈱ バス運転手 不問 183 ～ 184
事務員 35以下 149 ～ 167

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 157 ～ 177
看護師 不問 152 ～ 245

㈱光商会 スタンド業務 不問 140 ～ 200
井上自動車整備㈱ 自動車整備士 35以下 130 ～ 170
居酒屋  〇が家 調理補助 40以下 163 ～ 182
アイアンドエフ・ビルディング㈱ フロント 45以下 188 ～ 226
㈱朝野家 客室係 59以下 225 ～ 245
社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 167 ～ 193

湯村温泉　魚と屋 営業・フロント 不問 200 ～ 280
支配人 不問 300 ～ 400

湯村温泉観光協会 事務職 不問 153

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,100
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 750 ～ 1,000
兵庫森林管理署 監督補助 不問 1,200
㈱エッジ 情報誌配布 不問 1,000

（浜坂地域）
㈱隆栄水産 販売補助 不問 800 ～ 950

㈱マルワ渡辺水産
レジ係 不問 950 ～ 1,000
レジ係 不問 750 ～ 850
配達業務 不問 900 ～ 1,000

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500

㈱トヨダ
販売員 18 以上 749 ～ 1,049
レジ業務 不問 749 ～ 799
惣菜担当 不問 749 ～ 799

㈱コメリ 販売員 不問 800
販売員 不問 750 ～ 780

㈱マル海渡辺水産

販売員 不問 750 ～ 1,000
販売員 不問 1,000
フロアースタッフ 不問 750 ～ 1,000
フロアースタッフ 不問 1,000
調理補助 不問 750 ～ 1,000

㈱メフォス 給食調理補助 59 以下 750
病院給食調理補助 59 以下 750

㈲山米鮮魚 販売・加工員 不問 750 ～ 850
ヤマト運輸㈱ 配達業務 不問 750 ～ 1,200

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 18 以上 800 ～ 900
㈱コメリ 販売員 不問 750

㈱井筒屋

料飲係 不問 950
施設係 不問 850
バンケット係 不問 950
営業 不問 900 ～ 950
浴場業務 不問 850

湯快リゾート㈱
ナイトフロント 不問 800 ～ 1,000
レストランスタッフ 不問 800 ～ 1,125
調理補助 不問 800 ～ 1,063

社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 950

ひょうたん 接客業務 不問 750 ～ 900
アイアンドエフ・ビルディング㈱ ナイトフロント 18 以上 800 ～ 1,200
ケービックス㈱ 清掃業務 不問 750 ～ 800
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 900 ～ 1,000
㈱西沢製作所 事務職 不問 750
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▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

　

法
令
事
務　
　
　
　
　

（
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置
）

●
現
状
・
課
題

　

山
間
部
の
棚
田
は
低
い
生
産
性
と
有

害
鳥
獣
被
害
、
高
齢
化
、
担
い
手
不
足

に
よ
り
、
遊
休
農
地
、
休
閑
地
が
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
国
・
県
事
業
の
有

効
活
用
、
集
落
営
農
の
組
織
強
化
、
所

有
者
等
へ
の
指
導
徹
底
、
畜
耕
連
携
や

容
易
作
物
の
奨
励
等
が
必
要
で
す
。

●
活
動
計
画

①
農
地
の
利
用
状
況
調
査
の
た
め
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
農
地
所
有

者
に
対
す
る
指
導
を
行
い
ま
す
。

②
担
い
手
へ
の
斡
旋
・
利
用
集
積
を
推

進
し
ま
す
。

③
農
家
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
汎
用
性
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

④
集
落
営
農
の
推
進
と
広
報
活
動
の
強

化
を
進
め
ま
す
。

　
   

促
進
事
務

1  
認
定
農
業
者
等
担
い
手
の　

　
　
　
　
　
　

育
成
及
び
確
保

●
現
状
・
課
題

　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
地
域

の
農
業
を
担
う
者
が
減
少
し
て
お
り
、

早
急
に
対
策
を
講
じ
て
地
区
の
状
況
に

合
っ
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
に
対
し
農
業
が

衰
退
し
な
い
国
策
を
強
力
に
求
め
る
と

と
も
に
、特
徴
あ
る
自
然
循
環
型
農
業
・

地
産
地
消
・
６
次
産
業
の
推
進
の
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
活
動
計
画

①
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
や
集
落
座
談
会
に
参
画
し
、
認
定

農
業
者
制
度
、
特
定
農
業
法
人
、
特

定
農
業
団
体
等
の
周
知
や
普
及
を
行

政
・
Ｊ
Ａ
・
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

②
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
連
携
し

認
定
農
業
者
等
の
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

2  

担
い
手
へ
の　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

農
地
の
利
用
集
積

●
現
状
・
課
題

　

農
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
等
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
農
地
の
分

散
等
が
、
農
地
の
確
保
や
有
効
利
用
を

図
る
上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
活
動
計
画

①
円
滑
な
権
利
移
動
が
で
き
る
よ
う
農

業
委
員
会
情
報
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
活
用
し
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
よ
る
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
事
業
、
利
用
権
設
定
の
制
度
等
の

周
知
を
行
い
ま
す
。

②
農
地
の
利
用
集
積
に
向
け
た
掘
り

起
こ
し
活
動
や
斡
旋
活
動
を
進
め
ま

す
。

3  

違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

●
現
状
・
課
題

　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
で
山
間
部
は
、

荒
廃
し
原
野
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
見
受
け
ら
れ
、
無
断
転
用
の
発
見

も
遅
れ
が
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
間

部
の
監
視
と
果
樹
、
放
牧
等
有
効
利
用

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
農
地
制
度
へ
の
正
し
い
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、制
度
の
周
知
・

徹
底
を
図
り
、
新
た
な
違
反
転
用
の
発

生
を
無
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
活
動
計
画

①
違
反
転
用
の
未
然
防
止
の
た
め
農

業
者
等
へ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
徹
底
し
ま

す
。

②
各
地
区
の
農
会
な

ど
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
農
業
委
員

の
担
当
地
区
の
監

視
に
よ
る
早
期
確

認
・
相
談
に
よ
り

解
消
・
防
止
に
努

め
ま
す
。

※
現
状
及
び
目
標
数

値
な
ど
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.tow

n.

　
　
　
　
　
　

shinonsen.hyogo.jp

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
で
は
、４
月
25
日
に
平
成
25
年
第
４
回
総
会
を
開
催
し
、

平
成
25
年
度
の
目
標
と
そ
の
達
成
に
向
け
た
活
動
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
た

上
で
、
本
年
度
の
活
動
計
画
を
６
月
24
日
開
催
の
第
６
回
総
会
で
策
定
し
ま
し
た

の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
目
標
と
活
動
計
画
を
策
定
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　６月２日、自然にやさしい森づくりや地域の活性化に
つなげる取組として「第 14 回久斗山創造の森ふれあい
まつり」が久斗山創造の森広場で開催されました。
　22 年前に神戸市のブナを植える会（桑田結会長）が
植樹をはじめたことがきっかけとなり、平成９年からま
つりを開催し都市と農村との交流を図っています。会場
では、栃もちや地元で採れた山菜の佃煮など特産品のバ
ザーをはじめ、丸太切り競争やお菓子取りゲームなどの
アトラクションも行われ、多くの人でにぎわいました。

ガイドの案内で浜坂海岸をハイキング

第 14 回久斗山創造の森ふれあいまつり

　６月８日、山陰海岸国立公園指定 50 周年を記念して、
「浜坂海岸自然観察ハイキング」が行われ、地元のほか
京都府や岡山県から 45 名が参加しました。
　参加者は、開会式で山陰海岸国立公園の概要について
説明を受け、その後のハイキングでは、ガイドの解説に
耳を傾けながら山野草を観察したり、矢城ヶ鼻や城山園
地からの大パノラマを楽しみました。昼食時には、浜坂
漁業協同組合女性部が三尾の天然わかめの味噌汁を振舞
い、旬の味覚に舌鼓を打っていました。

　江戸時代に始まったとされる、国の重要無形民俗文化
財「但馬久谷の菖蒲綱引き」が６月５日、久谷地区で行
われました。大人組と子ども組が７回引き合い、７回目
の「納め綱」を大人組が勝つことで、その年の村の安泰
と豊作が約束されると伝わっています。
　辺りが暗くなった午後８時頃から、法被に鉢巻き姿の
大人と子ども約 100 人が７回勝負を行いました。会場
には、対戦ごとに保存会が歌う「石場つき唄」と、唄に
合わせて綱を地面にたたきつける音が響いていました。

但馬久谷の菖蒲綱引き

広報しんおんせん（7月号）

　６月２日、栃谷の田君川バイカモ公園で「第６回田君
川バイカモ祭り」（同実行委員会主催）が開催され、町
内外から多くの人が訪れました。
　会場では、地元が考案したバイカモ竹輪やバイカモ餅
が大人気。また、ニジマスのつかみ取りやコンサートが
行われるなど、訪れた人を楽しませていました。バイカ
モは６月上旬に見ごろを迎えており、川辺で小さな白い
花を撮影したり眺めたりする来場者が多く見られ、祭り
を満喫していました。

第６回田君川バイカモ祭り

H25（2013）.7.11
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一流演奏家の音楽を体感

　35 歳以下の新規就職者を対象にした激励会を６月 25
日、新温泉町商工会浜坂本所で開催しました。地域の担
い手として活躍していただくために行っているもので、
今年は町内で働く 22 名が参加しました。
　激励会では、鳥取市の八百谷和子さんを講師に迎え、
あいさつや身だしなみなど社会人としての心構えや、人
に共感を与えることができる表情とコミュニケーション
術を学びました。（写真は、目で表情が伝えられるかを
参加者が実践している場面）

仕事人としてのマナーを学ぶ　就職者激励会

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（7月号）

インドネシア漁業実習生修了式

　６月 22 日に夢ホールで行ったコンサート「永井由比
と楽しい仲間たち２」に先立ち、20 日と 21 日の２日間、
町内の４小中学校で、児童生徒に生演奏を間近で感じて
もらうため、出演者４人による訪問演奏会を行いました。
　夢が丘中学校では体育館に１年生 62 人が集合し、フ
ルートとギター、打楽器、テノール歌手の歌声によるハー
モニーを鑑賞したほか、各楽器の説明やギターとマリン
バの演奏体験もありました。サンバの演奏では生徒も手
拍子と掛け声で参加し、全身で音楽を楽しみました。

　６月 25 日、26 日の２日間、日本海沿岸の海洋ごみ
の回収などを通して環境問題を考え日韓の交流を促進す
る目的で、韓国の南ソウル大学の学生 20 人が来町し、
浜坂県民サンビーチ（写真）と釜屋海岸で清掃活動を行っ
たほか、町民対象の韓国語講座や浜坂高校での茶道体験
を行い文化の交流も図りました。初日は、ジオパーク館
で漂着ゴミの学習会を開催。韓国のゴミの漂着状況など
も説明を受け、本町の海岸清掃活動などについて熱心に
質問し、漂着ゴミの問題に関心を寄せていました。

韓国の大学生と海岸清掃で交流

　６月 26 日、浜坂漁業協同組合で「第４次インドネシ
ア漁業実習生修了証授与式」が行われ、お世話になった
船主や漁協関係者、後輩の実習生に見守られながら、３
人の実習生に修了証が手渡されました。
　式典では、同漁協の井筒重美参事から研修生に３年間
の苦労のねぎらいや今後の活躍を願う言葉が贈られまし
た。研修生は「帰国しても皆さんから学んだことを大切
にして頑張りたい」と日本語でお礼を述べ、別れを惜し
みながら参加者と固い握手を交わしていました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H25（2013）.7.11

ご
案
内

広報しんおんせん（7月号）

「
今
は
鉄
橋
渡
る
ぞ
と
」

　
　

余
部
鉄
橋
写
真
展

　

余
部
新
橋
梁
開
通
３
周
年
を
記
念
し

て
、
余
部
鉄
橋
の
歴
史
と
鉄
橋
を
撮
り

続
け
て
き
た
方
々
が
撮
影
し
た
写
真
パ

ネ
ル
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き

　

７
月
20
日
（
土
）
～
８
月
21
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

▼
問
合
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

但
馬
牛
感
謝
祭「
灯
籠
絵
巻
」

　

但
馬
牛
に
感
謝
し
供
養
す
る
と
と
も

に
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
湯
村
温
泉
街

に
ジ
ャ
ン
ボ
絵
灯
籠
を
設
置
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
20
日（
土
）～
28
日（
日
）

　

午
後
７
時
～
10 

時

※
７
月
20
日
（
土
）
は
「
荒
湯
天
狗
ま

つ
り
」
も
同
時
開
催

▼
と
こ
ろ

　

湯
村
温
泉
街

▼
内
容　

秋
田
県
湯

沢
市
絵
灯
篭
保
存

会
か
ら
譲
り
受
け

た
大
小
15
基
の
灯

籠
を
、
荒
湯
近
く

の
春
来
川
両
岸
に

設
置
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
実
行
委
員
会

　
　
（
温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
）

℡ 

92
‐
１
１
３
１

奥
田
泰
三  

木
の
工
芸
展

　

奥
田
泰
三
さ
ん
（
熊
谷
）
の
木
の
工

芸
展
を
開
催
し
ま
す
。
杉
・
ひ
の
き
の

間
伐
材
を
使
っ
た
食
器
や
仏
像
な
ど
、

人
・
環
境
に
や
さ
し
い
作
品
約
50
点
を

展
示
し
ま
す
。

▼
と
き

　

７
月
23
日
（
火
）
～
８
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
合
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93
‐
０
８
８
８

佐
さ

渡
ど

  裕
ゆたか

と

スーパーキッズ・オーケストラ

が但馬牧場公園にやってくる♪
　「題名のない音楽会」の司会者であり兵庫県立芸術文化
センターの芸術監督を務める佐渡裕さんと、厳しい審査を
突破して全国から集まった小学生から高校生までの約 40
名の未来の演奏家によるミニコンサートを開催します。
　このオーケストラは、東日本大震災の復興を願い、演奏
訪問や募金活動などの支援活動に取り組んでいます。
◆と　き　７月 31 日（水）　午前 11 時～正午
◆ところ　県立但馬牧場公園　イベント広場（荒天中止）
◆入場料　無料
◆その他
▪駐車台数に限りがあります。乗り合わせてご来場ください。
▪客席はございません。シート等を持参ください。
◆問合せ　生涯教育課　　℡ 82-5629
　　　　　但馬牧場公園　℡ 92-2641
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お
知
ら
せ

浜
坂
海
岸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
・
夏
期
営
業
の
お
知
ら
せ

　

浜
坂
海
岸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
松
の
湯
）
の
施
設
点
検
に
よ
る

臨
時
休
館
と
夏
休
み
期
間
中
の
営
業
時

間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
日　

７
月
14
日
（
日
）

▼
夏
期
営
業
時
間
の
変
更

◇
期
間　

７
月
16
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
31
日
（
土
）

◇
営
業
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

▼
問
合
せ　

商
工
観
光
課　

観
光
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

夏
休
み
の
営
業
に
つ
い
て

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
は
、

夏
休
み
期
間
中
、休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

▼
営
業
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

　
（
受
付
終
了
午
後
７
時
）

※
夏
休
み
期
間
中
は
、
毎
週
金
曜
日
の

『
町
民
優
待
日
』
を
実
施
し
ま
せ
ん
。

※
９
月
３
日（
火
）
～
５
日（
木
）は
設

備
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

　

℡
92
‐
２
０
０
２

美
方
郡
文
化
協
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
　

芸
能
の
つ
ど
い

　

郡
内
の
文
化
・
芸
能
活
動
グ
ル
ー
プ

が
集
う
「
芸
能
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。
郡
内
４
つ
の
文
化
協
会
の
皆
さ

ん
が
、
舞
踊
や
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま

す
。（
入
場
無
料
）

▼
と
き　

７
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
開
演

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催

　

美
方
郡
文
化
協
会
連
絡
協
議
会

▼
問
合
せ　

浜
坂
公
民
館

　

℡
82
‐
４
３
３
９

※
役
場
・
総
合
支
所
に
来
ら
れ
な
い
時

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

７
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
と

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
８
月
１
日
か

ら
お
使
い
く
だ
さ
い
。

▼
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
方
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
医
療
機
関
ご
と
に
１
か
月
間
に

支
払
う
自
己
負
担
額
が
、
外
来
・
入

院
と
も
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で

と
な
り
、
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額

さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
を
お
持
ち
で
８

月
以
降
も
引
続
き
対
象
と
な
る
方
に

は
新
し
い
証
を
送
付
し
ま
す
。

※
減
額
認
定
証
の
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

―
問
合
せ
―

▪
健
康
福
祉
課　

国
保
医
療
係　

　

℡
82
‐
５
６
２
０

▪
温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課
住
民
係

　

℡
92
‐
１
１
３
１

健
康
福
祉
課  

国
保
医
療
係

国
民
健
康
保
険  

高
齢
受
給
者
証

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
証

　

新
し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
70
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
に
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
新
し
い
証
は
８
月
１
日
か

ら
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
期
限
の
切
れ
た
証
は
、
破
棄
す
る
か

お
返
し
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
更
新
に
は
申
請
が
必
要
で
す

　

現
在
、
交
付
し
て
い
る
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
ま
で
で
す
。
引
き
続
き
、
証
が

必
要
な
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

◇
限
度
額
適
用
認
定
証　

70
歳
未
満
の

方
の
入
院
等
の
１
か
月
の
医
療
費
の

限
度
額
を
示
し
た
証

◇
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証　

住
民
税
非
課
税
の
方
に
交
付

す
る
入
院
時
の
食
事
代
や
１
か
月
の

医
療
費
の
限
度
額
を
示
し
た
証

▼
受
付
開
始　

７
月
25
日
（
木
）

※
70
歳
以
上
の
方
に
は
申
請
書
を
高
齢

受
給
者
証
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

特
養
は
ま
さ
か
の
里　

　
　
　
　
〝
夏
祭
り
〟

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
入
所
者
が
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
す
夏
祭
り
を
開
催
し
ま

す
。
屋
台
や
舞
台
イ
ベ
ン
ト
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

８
月
４
日
（
日
）

　
　

正
午
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

は
ま
さ
か
の
里
（
戸
田
）

　

℡
82
‐
５
５
３
３
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喫
煙
室
設
置
等
に
対
す
る
助
成
制
度

　
「
受
動
喫
煙
の
防
止
等
に
関
す
る
条

例
」（
県
条
例
）
で
は
、
施
設
管
理
者

が
受
動
喫
煙
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
防
止
措

置
の
促
進
の
た
め
、
県
で
は
中
小
企
業

者
の
飲
食
店
と
宿
泊
施
設
の
管
理
者
に

対
し
、
改
修
経
費
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
受
動
喫
煙
…
自
分
の
意
思
に
関
わ
ら

ず
、
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ

れ
る
こ
と
。

▼
事
業
名　

分
煙
設
備
整
備
事
業

▼
対
象　

中
小
企
業
者
で
次
の
い
ず
れ

か
を
営
む
方

①
宿
泊
施
設　

フ
ロ
ン
ト
ロ
ビ
ー
面
積

が
１
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の

②
飲
食
店　

客
室
の
面
積
が
１
０
０
㎡

を
超
え
る
も
の

▼
対
象
経
費　

喫
煙
室
・
間
仕
切
り
壁

の
設
置
等
、
区
域
分
煙
措
置
の
た
め

に
必
要
な
既
存
施
設
の
改
修
に
要
す

る
経
費

▼
補
助
率　

２
分
の
１

※
補
助
金
の
上
限
額　

２
５
０
万
円

　
（
予
算
の
範
囲
内
で
原
則
受
付
順
）

▼
申
請
先　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
０
０
１

　
　

内
線
３
５
４
（
企
画
課
）

　気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表
して警戒を呼びかけていました。より甚だしい大雨や大きな津波等が予想され、重大な災害による危険
性が高まっていることをお知らせし、特別な警戒を呼び掛けるために、新たに「特別警報」を発表します。
特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」、我が国の観測史上最高の潮位を記録した「伊勢湾台風」
の高潮、紀伊半島に甚大な被害をもたらした「平成 23 年台風第 12 号」の豪雨等が該当します。
　特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあります。
屋外の状況や、避難指示・勧告等に留意し、た
だちに命を守るための行動をとってください。
　また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追っ
て発表される注意報、警報やその他の気象情報
を活用して、早め早めの行動をとることがあな
たや家族の命を守ります。
※「特別警報」の詳細は、気象庁ホームページ

でご覧になれます。
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html
―問合せ―　気象庁神戸海洋気象台業務課
　　　　　　℡（078）222-8907

大

災
害
の
危
険
性

小
災害が発生するおそれが
あるときに発表

重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい
ときに発表

注 意 報

警 報

特別警報

８月から「特別警報」の発表を開始します
＜警報の発表基準をはるかに超える現象＞

神戸海洋気象台からお知らせ

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

こ
こ
ろ
の
健
康
や
認
知
症
な
ど
に
つ

い
て
、
家
族
等
の
方
で
も
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

▼
相
談
員

　

但
馬
病
院
精
神
科
医
師
、
保
健
師

▼
申
込
方
法　

電
話
で
事
前
予
約

▼
申
込
み  

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

（
す
こ
や
か
～
に
内
）　

℡
99
‐
２
９
４
０

保
健
福
祉
相
談

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
面
の
相
談
、

友
達
を
作
る
場
が
知
り
た
い
な
ど
、
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

▼
相
談
員

　

専
門
相
談
員
、
相
談
支
援
専
門
員

▼
申
込
方
法　

電
話
で
事
前
予
約

▼
申
込
み　

健
康
福
祉
課

▪
福
祉
係　

℡
82
‐
５
６
２
０

▪
健
康
推
進
係
（
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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募　

集

但
馬〝
牛
ま
つ
り
〟実
行
委
員
会

但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
造
形
物
コ
ン
テ
ス
ト
・

　
　
　
　
　

     
パ
レ
ー
ド
参
加
者
募
集

　

但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
「
造
形
物
コ
ン
テ
ス
ト
・
パ
レ
ー

ド
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
22
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
～
３
時
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
牧
場
公
園

▼
募
集
台
数　

先
着
６
台

▼
募
集
期
限　

８
月
19
日
（
月
）

▼
部
門
と
副
賞

①
造
形
物
部
門　

但
馬
牛
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
造
形
物
の
出
来
栄
え
を
競
う
。

◇
最
優
秀
賞
（
１
点
）
賞
金
20
万
円

◇
優
秀
賞
（
２
点
）
賞
金
10
万
円

◇
佳　

作
（
数
点
） 

賞
金
５
万
円

②
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
部　

①
の
参
加

チ
ー
ム
で
、
他
の
人
物
や
動
物
等
趣

向
を
凝
ら
し
た
扮
装
で
、
い
か
に
会

場
を
盛
り
上
げ
た
か
を
競
う
。

◇
最
優
秀
賞
（
１
点
）

　
　
　
　

３
万
円
相
当
の
但
馬
ビ
ー
フ

◇
優
秀
賞
（
２
点
）

　
　
　
　

２
万
円
相
当
の
但
馬
ビ
ー
フ

◇
佳　

作
（
２
点
）

　
　
　
　

１
万
円
相
当
の
但
馬
ビ
ー
フ

③
参
加
助
成
金　

参
加
団
体
に
は
も
れ

な
く
５
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

但
馬〝
牛
ま
つ
り
〟フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集

▼
募
集
内
容　

次
の
イ
ベ
ン
ト
で
撮
影

し
た
未
発
表
の
写
真

①
但
馬
牛
感
謝
祭
「
灯
籠
絵
巻
」

　
　
　
　
　
　
　
（
７
月
20
日
～
28
日
）

②
但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟（
9
月
22
日
）

※
応
募
は
、
１
人
３
枚
ま
で

▼
規
格　

四
つ
切
り
プ
リ
ン
ト
（
ワ
イ

ド
可
）
で
、
カ
ラ
ー
の
単
写
真
に
限

る
。（
組
写
真
は
不
可
）

▼
作
品
提
出
・
応
募
締
切

　

10
月
31
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

▼
賞

◇
最
優
秀
賞
（
１
点
）

　
　
　
　
　

賞
状
、
１
万
円
の
食
事
券

◇
優
秀
賞
（
１
点
）

　
　
　
　
　

賞
状
、
５
千
円
の
食
事
券

◇
入　

選
（
５
点
）

　
　
　
　
　

賞
状
、
３
千
円
の
食
事
券

―
申
込
み
―

　

但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
実
行
委
員
会

　
（
温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課
内
）

　

℡
92
‐
１
１
３
１

生
き
物
体
験  

川
と
遊
ぶ
！

　

清
流
岸
田
川
に
生
息
す
る
魚
や
虫
を

観
察
し
な
が
ら
川
で
遊
ぼ
う
！

▼
と
き　

８
月
１
日
（
木
）
午
前
９
時
～

▼
集
合　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
持
ち
物　

飲
み
物
・
水
着
・
着
替
え
・

水
中
め
が
ね
・
ぬ
れ
て
も
良
い
靴

▼
参
加
費　

８
０
０
円

▼
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

　
　
　
　
（
保
護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
員　

先
着
20
名

▼
募
集
期
限　

７
月
25
日
（
木
）

―
申
込
み
―　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

上
山
高
原
キ
ャ
ン
プ　

（
星
と
漁
火
と
昆
虫
観
察
）

　

高
原
の
夏
の
夜
、空
に
は
満
天
の
星
、

遠
く
の
海
に
は
漁
火
。
そ
ん
な
真
夏
の

夜
の
夢
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時

～
28
日
（
日
）
小
雨
決
行

▼
集
合　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
持
ち
物　

雨
具
、
懐
中
電
灯
、
観
察

用
具
、
寝
具
、
着
替
え
な
ど

▼
参
加
費

　

大
人
５
千
円
（
小
中
学
生
は
半
額
）

▼
参
加
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生

の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
員　

先
着
30
名

▼
募
集
期
限　

７
月
20
日
（
土
）

草
木
染
体
験　
　
　

 　

自
然
の
素
材
で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
！

　

身
近
な
植
物
を
使
っ
て
草
木
染
体
験

を
行
い
、
ハ
ン
カ
チ
、
バ
ン
ダ
ナ
、
の

れ
ん
を
染
め
上
げ
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
28
日（
日
）午
前
９
時
～

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費

◇
ハ
ン
カ
チ　
　

３
０
０
円

◇
バ
ン
ダ
ナ　
　

８
０
０
円

◇
の
れ
ん　

１
，
０
０
０
円

▼
募
集
人
員　

先
着
20
名

▼
募
集
期
限　

７
月
20
日
（
土
）

「まちづくりに役立つサマージャンボ宝くじ」
当たってにっこり　地元もほっこり

　サマージャンボ宝くじの売上金は、販
売実績に応じて都道府県に交付されます。
　県内の各市町では、この交付金を防災
資材や図書の整備などに活用しています。
ぜひ、県内の宝くじ売り場でお買い求め
ください。

発売期間　８月２日（金）まで
　　　　―問合せ―

（公財）兵庫県市町村振興協会
　　  ℡（078）322-1151
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【広告】

一
日
図
書
館
員
体
験
参
加
者
募
集

　

町
内
の
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
と

し
て
「
一
日
図
書
館
員
体
験
」
を
実
施

し
ま
す
。
本
や
図
書
館
の
仕
事
に
興
味

の
あ
る
人
は
、体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

８
月
10
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
対
象　

町
内
の
小
学
４
～
６
年
生

▼
内
容　

本
の
貸
し
出
し
、
返
却
、
読

み
聞
か
せ
、
図
書
整
理
な
ど

▼
募
集
人
数　

４
人

　
　
　
　
　
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記

用
具
、
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
す
る
本
１
冊

▼
募
集
期
限　

８
月
３
日
（
土
）

▼
申
込
み　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

生
涯
教
育
課  

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

▼
期
間　

７
月
23
日
（
火
）
～
８
月
30

日
（
金
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
毎
週
月
曜
休
館
日

▼
入
館
料

◇
町
内
の
小
・
中
学
生　

無
料

◇
町
外
の
小
・
中
学
生　

３
０
０
円

◇
一
般
（
町
内
在
住
）　  

３
０
０
円

◇
一
般
（
町
外
在
住
）　  

６
０
０
円

「
水
泳
教
室
」参
加
者
募
集

　

個
々
泳
力
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
目

標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
に
到
達
で
き

る
よ
う
実
践
指
導
し
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
の
小
学
１
・
２
年
生

▼
と
き　

７
月
25
日
～
８
月
29
日
の
間

の
木
曜
日（
８
月
15
日
を
除
く
５
回
）

◇
１
年
生　

午
前
９
時
30
分
～
１
時
間

◇
２
年
生　

午
前
10
時
40
分
～
１
時
間

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

▼
定
員　

各
学
年
20
名
程
度

▼
申
込
期
限　

7
月
18
日
（
木
）

「
相
撲
教
室
」参
加
者
募
集

　

相
撲
技
術
と
体
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
の
小
学
生

▼
と
き　

７
月
20
日
（
土
）
～
９
月
28

日
（
土
）
の
毎
週
土
・
日
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～（
１
時
間
半
程
度
）

　

※
日
程
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※
７
月
20
日
は
開
講
式

▼
と
こ
ろ　

株
本
建
設
相
撲
道
場

▼
定
員　

20
名
程
度

▼
申
込
期
限　

７
月
18
日
（
木
）

―
申
込
み
―

　

生
涯
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

℡
82
‐
５
６
２
９

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

平
成
25
年
度
第
２
学
期（
10
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま

す
。（
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。）

▼
出
願
期
間　

８
月
31
日
（
土
）
ま
で

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
付

▼
問
合
せ

▪
放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
８
５
７
）
37
‐
２
３
５
１

▪
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
８
）
８
０
５
‐
０
０
５
２

第
８
回
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

▼
と
き　

７
月
28
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
※
雨
天
順
延
な
し

▼
と
こ
ろ

　

県
立
浜
坂
高
等
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
参
加
料　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

　

一　

般　

１
ペ
ア　

１
，
０
０
０
円

　

中
高
生　

１
ペ
ア　
　
　

５
０
０
円

▼
申
込
締
切　

７
月
22
日
（
月
）

▼
申
込
み　

町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
82
‐
４
５
１
２
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網戸、障子の張り替え・家具の配置換え・家内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利用いただけます。[ 新

温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 30 円や、材料費等は別途金額となります。
（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 　事前予約をお願い致します。（お見積もり無料）

＊昨今のガソリン代高騰のため、燃料代が上がりました。
お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　担当者直通電話　080-1908-5829　

【広告】
ご愛顧いただき、ありがとうございます。

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝きり・

試　

験

平
成
26
年
度
採
用　
　
　
　
　

美
方
広
域
消
防
本
部
職
員
募
集

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数

　

消
防
吏
員
（
消
防
士
）
２
名
程
度

▼
受
付
期
間　

※
土
・
日
曜
日
除
く

　

７
月
29
日
（
月
）
～
８
月
９
日
（
金
）

▼
試
験
日　

９
月
22
日
（
日
）

　
（
会
場　

香
美
町
立
香
住
文
化
会
館
）

▼
受
験
申
込
書
交
付
場
所　

　

美
方
広
域
消
防
本
部
、役
場
総
務
課
、

温
泉
総
合
支
所

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
美
方
広
域

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

▼
問
合
せ　

美
方
広
域
消
防
本
部
管
理

課　

℡
92
‐
０
１
１
９

県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　
　

組
合
職
員
採
用
試
験

▼
採
用
予
定　

平
成
26
年
４
月
１
日

▼
職
種　

一
般
行
政
職

▼
採
用
予
定
人
員　

１
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
一
次
試
験　

９
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

▼
二
次
試
験　

11
月
中
下
旬

▼
受
付
期
間　

※
土
・
日
曜
日
除
く

　

７
月
25
日
（
木
）
～
８
月
９
日
（
金
）

▼
問
合
せ

　

兵
庫
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　

神
戸
市
中
央
区　

県
民
会
館
８
階

　

℡
（
０
７
８
）
３
２
１
‐
２
９
３
９

刑
務
官
採
用
試
験

▼
受
付
期
間　

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

７
月
23
日（
火
）

～
８
月
１
日
（
木
）

◇
郵
送
・
持
参　

７
月
23
日
（
火
）
～

７
月
31
日
（
水
）
※
通
信
日
付
有
効

▼
第
一
次
試
験　

９
月
22
日
（
日
）

　

※
合
格
発
表　

10
月
16
日
（
水
）

▼
第
二
次
試
験　

10
月
24
日
（
木
）
～

26
日
（
土
）

　

※
合
格
発
表　

11
月
26
日
（
火
）

▼
問
合
せ　

神
戸
刑
務
所　

庶
務
課

　

℡
（
０
７
８
）
９
３
６
‐
０
９
１
１

海
上
保
安
庁
学
生
募
集

▼
受
付
期
間

◇
学
校
学
生　

７
月
23
日
（
火
）
～

　

８
月
１
日
（
木
）

◇
大
学
校
学
生　

８
月
29
日
（
木
）
～

　

９
月
９
日
（
月
）

▼
入
学
予
定
日

　

平
成
26
年
４
月
入
校

※
申
込
方
法
、
資
格
、
採
用
条
件
等
の

詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

juken.htm
l

▼
問
合
せ　

香
住
海
上
保
安
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
４
９
９
９

平
成
25
年
度
第
２
回　

　

兵
庫
県
警
察
官
募
集

▼
受
付
期
限

◇
郵
送　

８
月
23
日
（
金
）
消
印
有
効

◇
持
参　

８
月
29
日
（
木
）

▼
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

　

正
義
を
貫
け
、
輝
く
未
来
へ

　
　

～
今
、
君
が
目
指
す
正
義
～

▼
試
験

◇
と
き　

９
月
22
日
（
日
）

◇
と
こ
ろ　

豊
岡
会
場
ほ
か
５
か
所

◇
区
分

▪
一
般
選
考　

大
卒
、
高
卒
及
び
平
成

26
年
３
月
ま
で
に
大
学
・
高
校
卒
業

見
込
み
の
方

▪
特
別
選
考　

情
報
処
理
、
武
道
（
柔

道
・
剣
道
と
も
２
段
以
上
）

▼
問
合
せ

　

美
方
警
察
署　

警
務
課

　

℡
82
‐
０
１
１
０

　

ま
た
は
最
寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
へ
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

広報しんおんせん（7月号）

７月号
vol.94

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

H25（2013）.7.11

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1	
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

5 月 16 日～ 6 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 氏　　名 保護者 出生日

●まちのうごき●　
　7月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,123 人 （－   1）

　男 7,678 人 （－   7）

　女 8,445 人 （＋   6）

世帯数 5,851 世帯 （±   0）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

固定資産税第２期
国民健康保険税第２期

納期限７月 31 日（水）
　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認
をお願いします。　税務課　℡ 82-3113


